
 

○
厚
生
労
働
省
令
第 

 
 

号 
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
令

和
三
年
法
律
第
四
十
四
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
及
び
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着

型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

令
和
三
年 

 

月 
 

 
日 

厚
生
労
働
大
臣 

田
村 

憲
久 

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
及
び
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予

防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令 

 

（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省

令
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）  

改 

正 

後 

改 

正 

前 
（
趣
旨
） 

第
一
条 
共
生
型
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
介
護
保
険
法
（
平
成

九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
七
十
八
条
の
二
の

二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
及
び
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
に
係
る
法
第
七
十
八
条
の
四
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め

る
基
準
と
す
る
。 

 

一
～
四 

（
略
） 

 

五 

法
第
七
十
八
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第
三
号
に

掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
市
町
村
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き

基
準 

第
四
十
二
条
第
四
項
及
び
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
基

準 

 

六 

（
略
） 

 

七 

法
第
七
十
八
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第
五
号
に

掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
市
町
村
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
標
準
と
す

べ
き
基
準 

第
四
十
条
の
三
、
第
六
十
六
条
、
第
九
十
三
条
第
一
項
及
び

第
二
項
（
居
室
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
、
第
百
七
十
四
条
並
び
に
附
則

第
七
条
の
規
定
に
よ
る
基
準 

八 

（
略
） 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

共
生
型
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
介
護
保
険
法
（
平
成

九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
七
十
八
条
の
二
の

二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
及
び
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
に
係
る
法
第
七
十
八
条
の
四
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め

る
基
準
と
す
る
。 

 

一
～
四 

（
略
） 

 

五 

法
第
七
十
八
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第
三
号
に

掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
市
町
村
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き

基
準 

第
四
十
二
条
第
四
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
六
十
六
条
の

規
定
に
よ
る
基
準 

 

六 

（
略
） 

 

七 

法
第
七
十
八
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第
五
号
に

掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
市
町
村
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
標
準
と
す

べ
き
基
準 

第
四
十
条
の
三
、
第
九
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
居
室

に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
、
第
百
七
十
四
条
並
び
に
附
則
第
七
条
の
規
定

に
よ
る
基
準 

 

八 

（
略
） 

 
 



 

（
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ

ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第

三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 



 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

改 

正 

後 

改 

正 

前 
（
趣
旨
） 

第
一
条 

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
介
護
保
険
法

（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
百
十
五
条

の
十
四
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

基
準
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
に
よ
る
基
準
と
す
る
。 

一
・
二 

（
略
） 

三 

法
第
百
十
五
条
の
十
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第
三
号 

に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
市
町
村
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ 

き
基
準 

第
五
条
第
四
項
及
び
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
基
準 

 

四 

（
略
） 

五 

法
第
百
十
五
条
の
十
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第
五
号 

に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
市
町
村
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
標
準
と 

す
べ
き
基
準 

第
四
十
七
条
並
び
に
第
七
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（ 

入
居
定
員
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
並
び
に
附
則
第
七
条
の
規
定
に
よ
る 

基
準 

六 

（
略
） 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
介
護
保
険
法

（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
百
十
五
条

の
十
四
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

基
準
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
に
よ
る
基
準
と
す
る
。 

一
・
二 

（
略
） 

三 

法
第
百
十
五
条
の
十
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第
三
号 

に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
市
町
村
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ 

き
基
準 

第
五
条
第
四
項
、
第
九
条
第
一
項
及
び
第
四
十
七
条
の
規
定
に 

よ
る
基
準 

四 

（
略
） 

五 

法
第
百
十
五
条
の
十
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第
五
号 

に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
市
町
村
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
標
準
と 

す
べ
き
基
準 

第
七
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
入
居
定
員
に
係
る
部 

分
に
限
る
。
）
並
び
に
附
則
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
基
準 

 

六 

（
略
） 

 
 



 

 
 

 

附 

則 
こ
の
省
令
は
、
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関

す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
四
十
四
号
）
附
則
第
一
条
本
文
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
三
年
八
月
二
十
六

日
）
か
ら
施
行
す
る
。 

 


